
【講演会のごあんない】

～入場無料／日英同時通訳つき～

■日 時： ２０１１年１０月６日 （木曜日） 午後４時～５時４０分

■会 場： 福岡アメリカン･センター 電話：０９２－７６１－６６６１

（福岡市中央区天神２－２－６７ ソラリアパークサイドビル８階）

■講師とトピック ：

講師① デジタルメディア・コンサルタント ジム・ブレイディ氏

「変革期にあるアメリカのマス・メディアとジャーナリズム」

講師② ㈱電通九州 コミュニケーションプランニング局長 宮永秀樹氏

「世界最強のメディア、ＳＮＳの世界」

PUBLIC AFFAIRS SECTION, CONSULATE OF THE UNITED STATES OF AMERICA, FUKUOKA

★ ★ ★ FUKUOKA AMERICAN CENTER LECTURE PROGRAM ★ ★ ★

アメリカのマスメデイアとジャーナリズムは変革期の真っ只中にあります。インターネットの波に景気後退

が加わって、新聞・テレビ業界が苦境に直面しています。一方でデジタルメディアを活用したウェブジャー

ナリズムなどの新たなジャーナリズムの形態が生まれ、Twitter、FacebookなどのSNSやYouTubeなどのイ

ンターネット利用者が情報を発信・共有する「ソーシャルメディア」が急速に社会に浸透しています。その反

面、インターネットを介した情報のなかには信憑性に欠けるものがあるなど問題点も指摘されています。

今回の講演会では、ジャーナリストとしての豊富な経験を持ち、自らオンラインビジネスの立ち上げにも携

わってきた、ウェブジャーナリズムのパイオニアのジム・ブレイディ氏に、アメリカのマスメディアとジャーナ

リズムの現状や報道の自由に関する問題、ウェブジャーナリズムを中心とした新たなビジネスモデル、既

存メディアとニューメディアが世論形成に果たす役割などについて論じてもらいます。また、電通九州コミュ

ニケーションプラニング局長の宮永秀樹氏には、日本におけるデジタルメディアの進展がもたらす経済へ

の影響や、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）によって私たちの生活がどう変わるのかなどに

ついてお話しいただきます。多数のご出席をお待ちしております。

２０１１年９月 在福岡アメリカ領事館広報部（福岡アメリカン・センター）

★出席ご希望の方は、別紙ファックス回答用紙で１０月５日（水）までに福岡アメリカン・
センターへお申込ください。電話（０９２－７６１－６６６１）やメール(FACprogram@state.gov)
での申し込みも可能です。（担当：宮内雅之）
★定員１００名に達した場合は、締切日前でも受付を終了させていただきます。なお受講票
は発行しません。申し込み時点ですでに満席の場合のみ、連絡を差し上げます。
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【会場案内図】
福岡アメリカン・センター 電話 092-761-6661
福岡市中央区天神2-2-67 ソラリアパークサイド・ビル8階

■警固公園・警固神社の横の「ソラリアパークサイド・ビル」

８階です。１階にローソンがあります。

■福岡三越の５階から「アメリカン・センター連絡通路」を

通ってご来館いただくのが便利です。
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【講師略歴】

●ジム・ブレイディ （デジタルメディア・コンサルタント） ●

ワシントン・ポストのオンラインサイトの上席編集長を務めた後、ワシントンの都市部地域を対象にウェブとテレビニュースサービスを提

供するTBD社を立ち上げた。TBDは伝統的なジャーナリズムと市民ジャーナリズムの融合を目指した試みとして、業界でも注目されてい

る。ゼネラルマネージャーとして、会社経営からサイト記事執筆と24時間放送されるローカルテレビニュースの編集にも携っている。ＴＢＤ

社のオンライン記事とテレビニュース記事は、地元の報道各社と175に及ぶブロガー達との強力な連携によって提供されており、同社の

ビジネスモデルは革新的なローカルニュースの形態としてソーシャルメディアと地域の有り方を提示するモデルとなっている。

●宮永秀樹 （株式会社電通九州 コミュニケーションプランニング局長）●

電通九州入社後、マーケティング部をスタートに、企画開発部、営業部、クリエイティブ部、アカウントプランニング部などの様々な部門を

経て現在に至る。クリエイティブ実績としてはテレビＣＭ部門で「ニューヨーク・アートディレクターズ・クラブ」や「アジア・パシフィック広告

祭」、「香港メディアアワード」など国際的な賞を受賞。日本国内においてはＣＭやポスター、新聞広告で数多くの賞を受賞している

出席申込用紙 (FAC) 【申込締切 １０月５日（水）】
申込み先： 福岡アメリカン・センター 担当：宮内 ファックス番号 ０９２－７２１－０１０９

メール(FACProgram@state.gov)での申し込み、および代理・同行者の出席も可能です。(先着１００名）

２０１１年１０月６日開催 『マスメディア、ジャーナリズムの将来とデジタルメディアの動向』

（１）出席者氏名（勤務先・学校名および役職）：

■氏名（よみがな） 勤務先・学校名および役職

（ ）

■氏名（よみがな） 勤務先・学校名および役職

（ ）

■氏名（よみがな） 勤務先・学校名および役職

（ ）

（２）連絡先電話およびファックス番号、電子メールアドレス：

電話＝（ ） － ファックス＝（ ） －

電子メールアドレス＝

（３）通信欄


